
歯内療法における「視覚」の重要性
マイクロスコープを用いた歯内療法の実際
マイクロスコープと周辺機器の活用

講 演 内 容

お客様の個人情報は、当社のプライバシーポリシーに基づき厳重に管理いたします。
当社の個人情報取り扱いについては、当社ウェブサイトをご覧ください。
https://zimvie.co.jp

ジンヴィ・ジャパン合同会社　
マーケティング・エデュケーション部
3ij.Education@zimvie.com
協力：ペントロン ジャパン株式会社

お問合せ

ジンヴィ・ジャパン
大阪セミナールーム

会 場

大阪府豊中市寺内2-4-1  緑地駅ビル4F

林 洋介 先生

東京都新宿区
「高田馬場　新田歯科医院」理事長
【所属】
日本歯科保存学会
日本歯内療法学会
日本歯科顕微鏡学会
American Association of Endodontists
（AAE/米国歯内療法学会）

講 師

受講料 5,000円（消費税・昼食代込）

近年、マイクロスコープ、ニッケルチタンファイルやMTAなど、根管治療に関連する
機器や材料が注目を浴びています。特にマイクロスコープを用いた根管治療（マイク
ロエンド）は、今まで盲目的に行ってきた根管治療から視覚に頼ることができる治
療へと、大きな変化と影響を与えました。
特に上顎第一大臼歯の近心頬側第二根管や下顎第二大臼歯の樋状根といった、
複雑な根管の解剖学的形態は歯科医師にとって悩みの種でしたが、マイクロスコー
プを使用することによって成功率の向上が期待できます。またニッケルチタンファイ
ルやMTAなどの材料も、ルールを理解し上手く使用すればチェアタイムの短縮に
も繋がります。
今回の講演では、マイクロエンドをこれから始めてみようとお考えの先生方、マイク
ロスコープを導入したものの今はオブジェになっている先生方にとって臨床のヒン
トになるよう、根管治療を中心に詳しく解説します。

日 時

2024年6月16日（日）
10：00～14：00（受付開始 9：30）

セミナーコード
0616YH

マイクロエンド講演会 
マイクロスコープ臨床応用入門プロローグ編

WEBからお申込み
❶ 右記QRコードからお申し込みください。
❷ お申し込み後、自動返信メールにて『お申し込み確認メー
ル』をお送りします。

❸ 『お申し込み確認メール』受信後、1週間以内に指定口座へ
受講料のお振込みをお願いします。入金をもちまして、お申
し込み完了とさせていただきます。


